
第６学年  算数科学習指導案 
 平成１５年 １１月２８日（金）５校時 
川 内 市 立 可 愛 小 学 校 
１組 ３９名，３組 ３９名 計７８名 

指導者 浅井 ゆみ 
中川  満  
松﨑 美紀 

１ 題材 分数のかけ算とわり算（２） 
 
２ 題材について 
（１） 題材の価値 
  これまでに子供たちは，整数及び小数の四則について学習してきている。また，分数につい

ても，加法・減法について学習している。整数や小数の乗法・除法の考え方は，本題材で乗数

や除数が分数である場合の計算の意味や、計算の仕方を考える際に生かすことができる。 
  本題材では、整数や小数の計算の考え方をもとにして乗数や除数が分数である場合の乗法及

び除法の意味について理解することをねらいとしている。さらに、分数の乗法及び除法の計算

の仕方を考え、それらが計算できるようにすることもねらいとしている。計算の仕方を考える

場合には、数直線や面積図を用いて具体的に数量の関係を調べて解決したり、計算法則を用い

たりして解決していく。また、分数の乗法・除法のどちらにおいても、計算の途中で約分する

と手際よく計算できることを理解し、正確に計算できるようにする。  
  こうした学習を通して、既習事項の組み立てから理論的に計算方法を開発したり、筋道を立

てて考えたりする能力を伸ばしていくことになる。 
 
（２） 本題材の内容に関する各学年の関連系統 

                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

・ 小数

・ 小数

   

・ 小数

・ 小数
   第 5 学年
〔小数のかけ算〕 

〔分数のかけ算とわり算(1)〕

〔小数のわり算〕 
            〔分数のかけ算とわり算(2)〕 

の除法の意味  
の除法の計算方法

・ （分数）×（整数）の意味 
・ （分数）×（整数）の計算方法

・ （分数）÷（整数）の意味 
・ （分数）÷（整数）の計算方法

・ （分数）×（分数）の意味 
・ 分数の乗法の計算方法 
・ （分数）÷（分数）の意味 
・ 分数の除法の計算方法  

・ 正

乗法

合計

の乗法の意味  
の乗法の計算方法 

〔分数のかけ算とわり算(２)〕 
中学１年
   第６学年
の数・負の数の

・除法，四則混

算 



３ 子供の実態（平成１５年１０月１５日（水） 対象人数 ７６名） 
（１）学習の内容に関する意識調査 

質問 回答 理由（複数回答） 
やる気をも

って取り組

んだ。  
 

７２％ 

・問題が楽しかったから。１５名  
・難しかったから。９名 
・興味がわいたから。２２名  
・考えるのが楽しかったから。１６名 
・たくさん問題を解いたから。５名 
・分からなかったから。１名 
・後ろに先生がいたから。１名 
・チャレンジする気持ちがあったから。１名 
・友達に教えてもらいできるようになったから。１名 
・教科書にない問題ができたから。１名 

① 発展のコースでは，教科

書では学習していない，少

し難しい問題でしたが，や

る気をもって取り組めまし

たか。 
 

発展コースに 
取り組んだ子供 

５７名 
 

やる気をも

てなかった。 
２８％ 

・難しかったから。１０名  
・たくさん問題を解いたから。４名 
・分からなかったから。５名 

できた。 
 

１００％ 

・ゆっくりと問題を解くことができたから。１９名 
・自分の苦手な問題に集中して取り組めたから。 

１３名 

② 補充のコースでは，もう

一度復習をする内容でした

が，復習はしっかりできま

したか。 
補充コースに 

取り組んだ子供 
１９名 

できなかっ

た。 
 ０％ 

 

してほしい。 
 
  ６６％ 

・楽しいから。１６名 ・復習ができるから。１５名

・ゆっくり問題を解けるから。９名 
・難しい問題に挑戦できるから。２２名  
・自分にあったコースを選べるから。５名 
・もっと算数ができるようになりたいから。１名 

どちらでも

よい。 
  ３０％ 

 

・自分にあったコースを選べるから。１２名 
・難しい問題に挑戦できるから。５名 
・楽しいから。５名   ・復習ができるから。２名

・ゆっくり問題を解けるから。１名 
・もっと算数ができるようになりたいから。３名 
・どちらでもよいから。２名 
・楽しいけど，難しいから。１名 
・普通の授業でもよいから。１名 

③ このような，発展･補充コ

ースの学習をこれからもし

てほしいですか。 
 

（全員 ７６名） 

してほしく

ない。 ４％ 
・希望のコースじゃなかったから。２名 
・ついていけない。１名 

④ 発展コース・補充コース

の学習の中で，「こんな学習

を取り入れてほしい。」「こ

んな学習がいいな。」など，

希望があったら書いてくだ

さい。 

・ゲーム感覚でできる学習をしてほしい。３人 
・作ったりする活動をもっとやりたい。２人 
・難しくてパズルのようなものがやりたい。１人 
・計算をたくさんやりたい。１人 
・グループ学習を取り入れてほしい。１人 
・もっと復習の内容を増やしてほしい。１人 
・プリントをたくさん使いドリル形式でしてほしい。１人 



（２）学習の内容に関する意識調査 
問題 問題のねらい 正答率 誤答例 

１ 次の□にあてはまる数

を書きましょう。 
 
 
 
 
 
 

分数×整数

分数÷整数

の計算の仕

方 が わ か

る。 

① 98％ 
 
②100％ 

無答→１人 

２

 

３

 

 

 
４
 

 
５
 

 
 

  ３    □×□ 
①――×２＝――――＝□
  ７     □ 
 
 ２     □ 

②――÷５＝――――＝□
  ７    □×□ 
 次の計算をしましょう。 

分数×整数

① 94％ 
 
② 89％ 

12/３→２人 2/3→１人  
２→１人 
15/6→５人 ５/３→２人  

 

ょ

①

② 

鉄

の

何

 
 
 

を

何

 
 
 

び

す

し

 

① 

２ 

――×４ 
３ 
5/18→１人 

次の文章問

う。 
 長さ１ｍ

のはり金が

のはり金の

を求めまし

1.5ｍの重

のぼうが

鉄のぼう

kg でしょ

    ５
1 本が――
    ６
３本作りま

ｍ必要でし

 ４ 
――㎗の牛
 ９ 
んに同じ

。1 本分は

ょうか。 
  ５ 
② ――×３

６ 

分数÷整数 
の計算がで

きる。 

 
③ 98％ 
 

1/5→１人 
  
  ２ 
③ ――÷３ 
  ５ 
  ３ 
④ ――÷３
  ４ 
④ 93％ 
 

３/１２→４人 ９/４→１人 

題を解きまし

の重さが 4.8g
あります。こ

0.8ｍの重さ

ょう。 

さが 4.8kg の

あります。こ

１ｍの重さは

うか。 

文章問題を

読み，立式

し，解を求

めることが

できる。 
（小数のかけ

算とわり算） 

① 
式 62％ 
 
答 51％ 
 
 
② 
式 61％ 
 
 
 
答 53％ 

式）無答→１２人 4.8÷0.8→１６人 
4.8×0.4→１人 4.8-0.8→２人 
4.8÷0.1→１人 

答）無答→１７人 6ｇ→７人  
0.6ｇ→５人 ４ｍ→４人 
5.4ｇ→２人 0.525→１人  
3.04ｇ→１人 

式）無答→１７人  4.8÷0.5→４人 
1.5×0.8→３人 4.8×1.5→２人 
4.8÷1.5→２人 1.5÷4.8→１人 
4.8×100→１人 

答）無答→１８人  
3ｋｇ→１２人 5ｇ→１人 

  7.2ｋｇ→１人 1.2ｇ→１人 
 
ｍのテープ 

 
す。テープは

ょうか。 

式 96％ 
 
答 77％ 
 

式）無答→２人  5/6÷3→１人 
 
答）無答→３人 

15/6→９人 5/18→１人 
（約分まちがい）→４人 

乳を，3 本の 

量ずつ分けま

何㎗になるで

文章問題を

読み，立式

し，解を求

めることが

できる。 
（分数のかけ

算とわり算） 

式 97％ 
 
答 92％ 

式）無答→１人  4/9×3→１人 
 
答）無答→１人  4/3→３人  

単位無し→１人 



≪結果の考察≫ 
 学習内容に関する意識調査 

①では発展コース（教科書にない発展的な問題に取り組むコース）を選んだ子供の意識につ

いて調べた。結果をみると，難しい問題についてやる気をもって取り組んだ子供が７２％とな

っており，その理由として「興味がわいた」「問題を考えるのが楽しかった」などが多数を占め

ている。子供がやる気をもてるような学習内容で進められたことが好評の結果を生んだと思わ

れる。しかし，「やる気をもてなかった」という子供もおり、その原因としては、課題が子供の

習熟の程度に合わなかったことが考えられる。 
②では補充コース（教科書の内容を復習するコース）を選んだ子供の意識について調べた。

結果をみると、100％の子供が「復習がしっかりできた」と答えており、その理由としては，「ゆ

っくり問題に取り組めた」「苦手な問題に集中して取り組めた」となっている。 
  これらのことから， 発展コースの子供は既習内容を生かせる発展的な課題に挑戦することで

意欲が高まると考えられる。ただし、課題の設定においては、習熟の程度に応じることができ

るようにする必要がある。また、補充コースの子供は，一度学習した内容にじっくり取り組む

ことで，学習に対する成就感を味わっていると考えられる。  
  最後に，発展コース・補充コースの学習について調査した。結果をみると，「してほしい」と

答えた子供が６４％おり，「どちらでもよい」と答えた子供が３０％となっている。「どちらで

もよい」と答えた子供の理由をみると，「してほしい」と答えた子供と同質の理由が返ってきて

いることから，おおむね発展的・補充的コースによる学習を好んでいることが分かる。 
 
 学習内容に関する実態調査 

１・２では前題材に学習した（分数）×（整数），（分数）÷（整数）の計算の仕方について

調査した。このことについては，ほとんどの問題が９０％以上の正答率であり，前題材の学習

内容である（分数）×（整数），（分数）÷（整数）が理解できていることが分かる。  
３では，小数の除法と乗法の文章問題について調べた。その結果，立式の正答率が約６０％，

答えの正答率は約５０％程度にとどまった。それぞれの正答率にさほどの差は見られないこと

から，子供の中には計算よりも，文章問題の立式を苦手にしている子供が多いと思われる。ま

た、文章問題の乗数，除数が小数になると，整数の場合と比べて，場面のイメージがしにくく

なり，立式が難しくなると言える。 
４と５では，式の正答率が乗法・除法ともに９０％を越え，ほとんどの児童が理解できてい

ると考えられる。しかし、答えについては，正答率が７７％にとどまった。誤答の傾向として

は、立式や計算は正しくできたものの、約分忘れや約分間違いをしているものが多かった。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 題材の指導観 
 以上のことをふまえて，次のことに留意して指導していきたい。 

（分数）×（分数），（分数）÷（分数）においては，形式的に計算の仕方を覚えるのではなく，

計算の意味と計算の仕方を結び付けて理解させたい。そのために，面積図を用いて具体的な場面

を想像しながら考えさせ，前題材である「分数のかけ算とわり算（１）」で学習したことや分数の

意味，かけ算やわり算のきまりなどを利用して解決させたい。 また，計算の途中で約分すると手

際よく計算できることを理解させ，確実に計算できるようにさせたい。 
発展的な学習のコースでは，小数と分数の混じった問題に取り組ませ，筋道を立てて考える能

力を伸ばしたい。 
補充的な学習のコースでは，文章問題の立式を中心にし，題材全体の復習を行いたい。また，

計算の途中で約分を行うことについても再度指導したい。 
 

５ 題材の目標 
○ 身の回りの事象から分数の乗法･除法の場面をとらえ，（分数）×（分数），（分数）÷（分

数）の計算する方法を考えようとする。 
【算数への関心・意欲・態度】 

○ （分数）×（分数），（分数）÷（分数）の計算の仕方を、既習の計算のきまりなどを使っ

て考えることができる。 
【数学的な考え方】 

○ （分数）×（分数），（分数）÷（分数）の計算ができる。 
【数量や図形についての表現・処理】 

○ 乗数や除数が分数である場合の乗法や除法の計算の意味と計算の仕方が分かる。 
【数量や図形についての知識・理解】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 指導計画 
≪指導計画一覧表≫ 

過
程 

小
題
材 

主な学習内容 時
間 

指
導 

形
態 具体的評価内容 評価場面（方法） 

つ
か
む 

・ 分数をかける意味と立式の仕方を

理解する。 １ 
【関】分数の乗法の立式の根拠に

ついて，ことばの式や図を手がか

りに進んで説明しようとする。 

課題を立式する場面 
（行動観察・つぶやき・発

言・ノート） 
・ （仮分数）をかける計算の意味を

知る。 
・ 乗数の大小による，被乗数と積の

大小関係を理解する。 
・ （分数）×（分数）の計算で，計

算の途中での約分の仕方を知る。 

２ 

【知】乗数が１より小さいとき

は，積は被乗数より小さくなり，

乗数が１より大きいときは，積は

被乗数より大きくなることを理

解する。 
【表】（分数）×（分数）の計算

を途中で約分しながらできる。 

４/５×４/３と４/５×２/３
の積を比較する場面 
（つぶやき・発言・ノート） 
４/１５×５/６などを計算す

る場面（つぶやき・発言・ノ

ート） み
と
お
す 

分
数
×
分
数
の
計
算 ・ （整数）×（分数），（分数）×（整

数）の計算と，（分数）×（分数）

の計算の関係を理解する。 
・ 数値が分数の場合にも面積公式が

適用できることを理解する。 
・ 既習事項の理解を深める。 

３ 

【考】既習の計算の仕方をもとに

考えることができる。 
２×３/５の計算の仕方を考

える場面 
（行動観察・つぶやき・発

言・ノート） 

・ 分数でわる意味と立式の仕方を理

解する。 ４ 
【関】分数の除法の立式の根拠に

ついて，ことばの式や図を手がか

りに進んで説明しようとする。 

課題を立式する場面 
（行動観察・つぶやき・発

言・ノート） 

・ （分数）÷（分数）の計算の仕方

を考える。 
５ 

【関】分数の除法の計算方法につ

いて，進んで理解しようとする。 
計算方法を発表する場面（発

言・ノート） 
み
つ
け
る 

分
数
÷
分
数
の
計
算 

・ （分数）÷（分数）の計算の仕方

を理解する 
・ （分数）÷（分数）の計算で，計

算の途中での約分の仕方を理解す

る。 
・ （整数）÷（分数）の計算の仕方

を理解する。 

６ 

【知】分数の除法の計算の仕方が

分かる。 
【表】（分数）÷（分数）の計算

を途中で約分しながらできる。 

２/５÷３/４の計算の仕方を

考える場面（発言・ノート） 
８/３÷12/５などを計算する

場面（つぶやき・発言・ノー

ト） 

・ 分数の乗法や除法を適用する問題

で，その数量の関係をとらえて演算

決定し，問題解決できる。 
７ 

【考】数量の関係をとらえて立式

し，問題解決することができる。 
１，２，３の解決方法を考え

る場面（つぶやき・発言・ノ

ート） ふ
か
め
る 

ど
ん
な
式
に
な
る
か
な 

・ 分数の乗法や除法を適用する問題

作りを通して分数の乗法や除法の

使われる場面についての理解を深

める。 

８ 

【関】原題をもとに，進んで作問

しようとする。 
１の中のことばや数を変え

て作問する場面（行動観察・

つぶやき・発言・ノート） 

ま
と
め 

・ 既習事項のまとめをする。 
９ 

【表】これまでの学習を生かし

て，問題を解くことができる。 
問題を解く場面 
（ノート・発言） ま

と
め
る 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

・ 既習事項をもとに，条件のあった

（分数）×（分数）の計算を考える。 10 

習

熟

度

別

少

人

数

指

導 

【関】既習事項をもとに，根拠を

もって，いろいろな分数の計算を

作ろうとする。 

問題を作る場面 
（行動観察・つぶやき・ノー

ト・発言） 

発
展
的
・ 

補
充
的
な
学
習 

・ 分数と小数の混じった問題を考え

る。 
 
・ 既習事項の復習をする。 

11 
本

時 

習
熟
度
別
少
人
数
指
導 

【考】題意を的確にとらえ，既習

事項を生かして立式することが

できる。 
【表】文章問題を読み，数量関係

をとらえて正しく立式すること

ができる。 

問題を解く場面 
（発言･つぶやき･行動観察･

ワークシート） 
問題を解く場面 
（ノート･ワークシート･行

動観察） 



７ 本時（１１／１１） 
≪発展コース≫ 
（１） 目標 

① 題意を的確にとらえ，既習事項を生かして立式することができる。 
【数学的な考え方】 

② 分数と小数の混じった計算の仕方を考え，解を求めることができる。 
【表現・処理】 

 
（２） 指導にあたって 
    「つかむ・みとおす」段階では，２つの学習課題を提示し，これまでの学習との違いに

気付かせることにより、本時の学習に対する意欲を高めたい。 
    「みつける」段階では，時間を十分に取り，課題を解決する方法を考えさせたい。つま

ずいている子供にはヒントカードを活用させ，自力解決を促したい。また，全ての課題を

解決できた子供は，発展的な問題に更に取り組ませたい。 
    「まとめる」段階では，意欲的な取り組みや，課題を解決できたことを賞賛し，算数に

対する意欲を高めたい。 
 
≪補充コース≫ 
（１） 目標 

① 文章問題を読み，その数量関係をとらえて正しく立式することができる。 
【数学的な考え方】 

② （分数）×（分数），（分数）÷（分数）を正しく計算することができる。 
【表現・処理】 

 
（２） 指導にあたって 

「つかむ」「みとおす」段階では，子供が補充コースを選択した理由や克服したい課題

などをもとにめあてを立て，本時の学習に対する意欲を高めていきたい。 
「みつける」段階では，式を立てやすくするため，数値を整数値に置き換えたり，数直

線を用いたりして考えさせる。また，計算の仕方や計算の途中で約分することにも触れて

復習し，既習事項を思い起こさせたい。 
「ふかめる」段階では，自分の克服したい課題に挑戦させ，じっくり復習できる時間を

とり，力をつけさせたい。 
「まとめる」段階では，文章問題が解けたことや計算が正確にできるようになったこと

を確認し，自信をもたせることにより，算数に対しての意欲を高めていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（３）実際≪発展コース≫ 
過

程 主な学習活動 時

間 
形
態 

教師の働きかけ 
◇発問 ○支援 【 】評価 

つ
か
む
・
み
と
お
す 

１ 本時の学習課題を知る。 
課題１ 
 
 
課題２ 
 
 
 
 
 
 
 

○ 2 つの学習課題をしっかりととらえさせ

る。 
 
◇ 今までの問題と，どこが違いますか。 
○ 小数と分数の計算が混じっていること

に気付かせ、子供の挑戦したいという意欲

を高める。 
 

 

２ 学習のめあてを立てる。 
 
 
 
 

９ 

個
別
・
一
斉 

○ 既習事項を使えば、課題が解決できそう

だという見通しをもたせることで、めあて

に結び付けていく。 

み
つ
け
る 

 
 
 
 

 

３

（

 

 

 

 
（

 

 

 

 
 

 

 

 

 
ふ
か
め
る 

５

ま
と
め
る 

６

まこと君は時速４.１㎞の速さで歩いて
３.５㎞はなれたおばあちゃんの家に行こ
うとしています。午後２時に出発し，今，
道のりの２/３のところまできています。 
今の時刻は何時何分でしょうか。 

題

 
 

 今までの学習を生かして，文章問

を解こう。 
 底辺が０.８ｍ，高さが１/３ｍの三角形
の面積は何㎡になるでしょうか。 
 解決の方法を考える。 
課題１）  
・ 三角形の面積を求める公式にあてはめ

てみよう。 
  0.8×1/3÷２ 
・ 分数か小数にそろえないといけない

な。 
  0.8＝1/8 

課題 2）         
・ 時間＝道のり÷速さという式が使えそ

うだ。 
・ 今何 km 進んだのかな。    
   0           5.1（km） 

   
           2/3 
      ？km 

・1/12 時間は何分かな。 
   1/12 時間は 5 分 
     ↓ 
   17/12 時間は 85 分 

23 

個
別
・
グ
ル
ー
プ 

○ 学習課題の解決の方法を個人で考え，ワ

ークシートにまとめさせる。 
○ 課題解決の方法を見つけ出せない場合

には、ヒントカードを活用してもよいこと

を知らせる。 
○ 解けた子供には、教師が正誤を判断する

とともに、励ましや賞賛の言葉かけをす

る。 
○ 課題解決ができた子供には、自分の考え

た方法をミニ黒板に書かせる。 
【考】題意を的確にとらえ、既習事項を生か

して立式することができたか。 
【表】分数と小数の混じった計算の仕方を考

え，解を求めることができたか。 
○ 子供が問題解決の過程において、どの段

階でつまずいているのかを把握し、助言す

る。 
○ 早く課題を解けた子供のために、練習問

題を準備しておく。 

 解決方法を確認する。 
10 一

斉 

○ 子供の板書をもとに、解決方法のよさや

違いに気付かせ、補足・説明する。 

 学習のまとめをする。 

３ 一
斉 

○ 意欲をもって取り組んだことや，課題を

解決できたことを賞賛し，子供の算数に対

する意欲を高める。 



≪補充コース≫ 
過

程 主な学習活動 時

間 
形
態 

教師の働きかけ 
◇発問 ○支援 【 】評価 

つ
か
む
・
み
と
お
す 

１ 学習のめあてを立てる。 
 
・ 文章問題が苦手だな。 
・ 約分が苦手だな。 ５ 一

斉 

◇ どんなことが難しいですか。 
◇ どんなことが苦手ですか。 
○ 子供が補充コースを選択した理由や克

服したい課題などをもとにめあてを立て

る。 

み
つ
け
る 

２ 文章問題に取り組み，既習事項を確認す

る。 
（１）青いペンキは，１㎗当たり 4/5 ㎡ぬれ

ます。このペンキ 2/3 ㎗では何㎡ぬれ

るでしょうか。 

（２）2/5 ㎡のへいをぬるのに，ペンキを 

3/4 ㎗使います。このペンキでは，１㎗

当たり何㎡ぬれるでしょうか。 
・ かけ算かな，わり算かな。 
・ 整数に置き換えると式が立てやすい

な。 
・ 数直線を使うと分かりやすいな。 

 

８ 
個
別･

一
斉 

◇ 式はどうなりますか。 
○ 立式が難しい場合には，数値を整数に置

き換えて考えたり数直線を用いたりする

とよいことをおさえる。 
○ 計算の仕方や計算の途中で約分すると

計算しやすいことを確認する。 
【考】文章問題を読み，その数量関係をとら

えて正しく立式することができたか。 

ふ
か
め
る 

３ 練習問題を解く。 
 ・ 整数に置き換えて考えてみるぞ。 
 
 
 

 
 
 
 
 
・ 数直線があったら分かりやすいな。 
  0       9/5   □ （kg） 
重さ――――――――――――――― 
長さ――――――――――――――― 
  0       3/4   １ （m） 
・ 数直線がなくても分かるぞ。 
・ 自分で数直線をかいてみようかな。 
・ 約分がうまくできないから，復習し 
たいな。 

25 個
別 

○ 立式の手立てになるように整数値に置

き換えた問題を併記したプリントや数直

線をかいたプリントを準備しておく。 
○ 自分の克服したい課題に取り組めるよ

うに言葉かけをする。 
○ 計算の仕方を忘れた時は教科書を見る

とよいことを伝える。 
○ 立式につまずいている子供には，数値を

整数に置き換えたり，数直線を活用したり

しながら個別指導を行う。  
○ 個別指導に重点を置くため，各プリント

の答え合わせは，各自で行わせる。 
○ 自分の克服したい課題を解き終わった

子供には，他の問題にも挑戦させる。 
○ 約分の苦手な子供のために約分の復習

プリントも準備しておく。 
【考】文章問題を読み，その数量関係をとら

えて正しく立式することができたか。 
【表】（分数）×（分数），（分数）÷（分数）

を正しく計算することができたか。 
 

ま
と
め
る 

４ 本時の学習の中で特に難しかった問題

を再度全員で解き，苦手としていた問題も

解けるようになったことを確認する。 
・ 式が立てられたよ。 
・ 約分も，しっかりできるよ。 

７ 一
斉 

○ 文章問題が解けたことや計算が正確に

できるようになったことを確認し，子供の

算数に対する意欲を高める。 
◇ 今日の学習でどんなことができるよう

になりましたか。 

 文章問題で式が正しく立てられる

ようになろう。 

2m の重さが 6kg だとすると，

1m の重さは･･･ 

 長さが 3/4m で，重さが 9/5 ㎏の鉄

の棒があります。同じ鉄の棒 1m の重

さは何㎏でしょうか。 

 
 



（４）評価 
≪発展コース≫ 
○ 題意を的確にとらえ，既習事項を生かして立式することができたか。 
○ 分数と小数の混じった計算の仕方を考え，解を求めることができたか。 

≪補充コース≫ 
○ 文章問題を読み，その数量関係をとらえて正しく立式することができたか。 
○ （分数）×（分数），（分数）÷（分数）を正しく計算することができたか。 

板書計画 
≪発展コース≫ 

 

めあて                ☆これまでの学習と違うところ 
・ 分数と小数が混じっているところ。 

 
 
課題 
 
 
 
 

 

   １ 
0.8×――÷２ 
   ３ 
   ８ 
0.8＝――だから 
   10 
８ １   ８×１×１ 
―×―÷２＝―――――― 
10 ３   10×３×２ 
       ２ 
     ＝―― 
      １５     ２ 
            ――㎡ 
        （答え）１５  

      ２      ２ 
道のり＝5.1×――  5.1×――÷2.1 
       ３      ３ 
   51      21 
5.1＝――   2.1＝――だから 

10 10 
51   ２  21  51×２×10 
――×――÷――＝―――――― 
10   ３  10  10×３×21 
          17 
        ＝―― 
17         12 
――×60＝85 
12       85 分＝1 時間 25 分 
２時＋１時間 25 分＝３時 25 分 

      （答え）午後３時 25 分 

今までの学習を生かして，文章

問題を解こう。 

① 底辺が０.８ｍ，高さが１/３ｍの
三角形の面積は何㎡になるでしょ
うか。 

② まこと君は時速２.4 ㎞の速さで歩いて
５.１㎞はなれたおばあちゃんの家に行こ
うとしています。午後２時に出発し，今，
道のりの２/３のところまできています。 

今の時刻は何時何分でしょうか。 

≪補充コース≫ 

 めあて 
 
 
 

復習                     

                        ○先（式）４÷２     （答え）２㎡ 

                       （式） 

○先（式）３×２     （答え）６㎡ 

（式） 
 
                                      
                                      
                                  
          （答え）                   （答え） 

 ８ 
――㎡ 
１５ 

 ８ 
――㎡ 
１５ 

２ ３ 
―÷― 
５
 

 ４ 
 ２×４ 
＝――― 
 
 

５×３ 
  ８ 
＝―― 
 １５ 

４ ２ 
―×― 
５
 

 ３ 
 ４×２ 
＝――― 
 
 

５×３ 
  ８ 
＝―― 

１５ 

②２/５㎡のかこいをぬるのに，ペンキを 

３/４㎗使います。このペンキでは，１㎗当

たり何㎡ぬれるでしょうか。 

①青いペンキは，１㎗当たり４/５㎡ぬれます。

このペンキ２/３㎗では何㎡ぬれるでしょうか。

 文章問題で式が正しく立てられ

るようになろう。 


